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運行エリア等が
変わります！

から１10

利
用
登
録
の
あ
る
人
に
は
、
９
月
中
に

新
た
な
登
録
証
や
変
更
内
容
の
分
か
る

チ
ラ
シ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

旧路線（９月まで） 新エリア 運行区間（上り便の目的地）
 布計線、小川内線   北エリア

 「大口地区市街地」まで拡大
 平出水線、羽月北線（市民バス）   北西エリア

 川西線、西山線、田原線、高塚線   南西エリア  「羽月駅前（北薩病院を含む）」まで拡大

 市山花北線、田中重留線、下手線   東エリア
 「菱刈地区市街地」「西重留」「羽月駅前
 （北薩病院を含む）」まで拡大

 五色徳辺下線、山田徳辺線、湯之尾線   南東エリア

 永池楠原線、野池小川添線、荒田線   南エリア

　現在 16 路線で運行しているのりあいタクシーに市

民バス・羽月北線エリアを加え、のりあいタクシーを

６エリアに再編します。これまでのバス停での乗降を

基本とする運行方式から、決まった運行ルートや停留

所を設けず、予約に応じてエリア内の自宅前や乗降場

所を巡回する運行方式へ変わります。また、運行エリ

アや運行区間も拡大することで、交通空白地を解消す

るとともに利便性向上と運行効率化を図ります。

再編後の「新エリア図」

10 月からエリア拡大

※市民バスの羽月北線は、９月末をもって廃止します。

※

「のりあい」

タクシーの

※保護者等同伴の
　乳幼児は無料

￥300︕
運賃一律

ーー



10月1日から
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のりあいタクシーの再編に係る住民説明会を
各エリア単位で開催します。

電話で簡単
事前予約

自宅前まで
お迎え

みんなで
乗り合わせて
目的地まで

〈 住民説明会の日程 〉

住民説明会

　　　開催日時 場  所 対象地区

  ９日（月） ① 14 時～
② 18 時～  田中ふるさと館  東エリア︓田中・下手地区

13 日（金） ① 14 時～
② 18 時～

 西太良地区
コミュニティセンター

 南西エリア︓曽木・針持地区
羽月地区の一部（下殿）

17 日（火） ① 14 時～
② 18 時～  まごし館（大会議室）  南東エリア︓徳辺・湯之尾・前目地区

19 日（木） ① 14 時～
② 18 時～  山野基幹集落センター  北エリア︓山野地区

20 日（金） ① 14 時～
② 18 時～

 伊佐市文化会館
 （小ホール）

 北西エリア︓平出水・羽月北地区
羽月地区の一部（園田、鳥巣上、
鳥巣下、冨士、松木原、白木、萩谷）

23 日（月） ① 10 時～
② 14 時～

 伊佐市文化会館
 （小ホール）  お住まいの地区の開催日で都合がつかない人

24 日（火） ① 14 時～
② 18 時～  本城校区集会施設  南エリア︓本城・永池地区

※公園の工事については、10 月 1 日
以降も継続して実施する可能性があ

りますので、ご注意ください。

なお、公園の利用開始については、

あらためてお知らせします。

利用方法など

詳しくご説明します。

お知らせ

のりあいタクシーの再編に係る住民説明会を

大口バス停 ・ タクシー待機所の

臨時移設終了

事前予約

自宅前まで

問い合わせ先 地域振興課地域資源活用係　☎２３－１３１１　　　３２２内線

９月

10月1日から　　　　　　　　はバス停の位置が
元に戻ります。ご利用の際は、お間違
いのないようお願いします。
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先輩たちからのプレゼント

　今年、１年生２人が入部し５年ぶり

の復活を果たした大口高校野球部。こ

れからの更なる活躍を期待して野球

部 OB 有志 54 人から試合球３ダース、

練習球５ダースなどがプレゼントされ

ました。先輩たちからのエールを受け、

福元琉之介さんは「こんなにたくさん

の方々が自分たちのことを応援してく

れていることに感謝。身が引き締まる

思い」佐土原大稀さんは「大口高校の

ユニフォームがグラウンドで躍動する

姿を見せて恩返ししたい」と話しまし

た。

７ 26

まち 話題の

全国大会出場！ 西日本大会出場！

　女子学童軟式野球の鹿児島県代表選手 18

人に選抜された福元柚花さん（羽月小５年）、

高野璃愛音さん（大口小５年）が市長、教育

長を表敬訪問しました。「ホームランを打ち

たい」「確実にアウトをとりたい」と大会で

の抱負を話してくれた２人。７月 27 日から

石川県で開催された「NPB ガールズトーナ

メント 2024 全日本女子学童軟式野球大会」

では３回戦で惜しくも敗れましたが、全国か

ら 49 チームが参加するなか、ベスト 16 の

成績を収めました。

　県大会を制し出場した「第 39 回九州クラブ

ユース （U-15） デベロップサッカー大会」で

大健闘。西日本地域の代表 32 チームが集う

「2024 JCY インターシティトリムカップ （U-15）

WEST」への出場権を獲得した飛松 FC 所属

の選手らが市長、教育長を表敬訪問しました。

キャプテンを務める橋田利生さんは「チーム

としてできるだけ良い成績を収め、練習に協力

してくれる保護者のみなさんにも結果で恩返し

したい」と抱負を話しました。

【出場登録メンバー】

橋田　利生さん（菱刈中学校３年）

大丸　裕新さん（大口中央中学校３年）

須川　陽向さん（大口中央中学校３年）

森園　琉生さん（大口中央中学校２年）

平山　琥絆さん（菱刈中学校２年）

７ 25 ７ 29
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ISA City Topics

短冊に願いを込めて

ふるさとを学ぼう平和への祈り

　菱刈人権文化センターで七夕まつりが行わ

れました。子どもたちが旧暦の七夕に合わせ

健康・長寿の願いを書き込んだ短冊や七夕飾

りを手に高齢者宅を訪問するこの行事。15

年前から行っているそうで、受け取った方々

は「毎年、七夕飾りが届くのを楽しみにして

いる」と笑顔で話します。

　参加した弓場来輝さん（菱刈小５年）は「地

域のおじいちゃん、おばあちゃんに喜んでも

らえてよかった。これからも元気で長生きし

てほしい」と話しました。

　市教育委員会が主催する「伊佐の教師ふる

さと塾」が菱刈カヌー競技場で開催されまし

た。伊佐の魅力発見や教職員のスキル向上を

目的として、伊佐市内の小中学校に勤務する

教職員を対象に毎年行われています。

　赴任１年目の橋口遼教諭（菱刈小学校）は

「伊佐市の成り立ちや歴史、特産等について

学ぶことができ、大変貴重な機会となった。

子どもたちへの授業に活かしていきたい」と

話しました。

　伊佐市文化会館で令和６年度伊佐市戦没者追

悼式が挙行されました。

　会場には遺族や関係者らが参列し、ラジオ放

送の正午の時報に合わせ黙とうを捧げました。

式典では伊佐市遺族会の代表らが平和への願い

を述べた後、参列者全員で献花を行いました。

　戦後 79 年が経ち戦争を経験された方々が高

齢化するなか、恒久平和の切実な願いを風化さ

せず次世代へ継承していくことが必要です。

７ 26

７ 308 15

消防公用車　寄贈

７ 24

　伊佐湧水消防組合の設立 50 周年を記念し

て住友金属鉱山株式会社から伊佐湧水消防組

合に公用車両が寄贈されました。

　寄贈式に出席した前田敏明鉱山長は「鉱山

業は地域の協力がないとできない仕事。車両

を消防行政に役立てていただき、隊員に住民

の安心安全を守っていただくことが地域のみ

なさんへの恩返しに繋がると嬉しい」と話し

ました。
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まち 話題の

　夏祭り会場の一角に少し変わったごみ箱が設置

されていたことに、みなさんお気づきになりまし

たか？それは大口明光学園高等学校の生徒たちが

設置した投票式のごみ箱です。

　総合的な探求の時間で伊佐のごみ問題に着目し

た生徒たち。ごみを適切に処理する環境づくりと

意識向上を図るため、ごみを捨てたくなるような

工夫を凝らしたごみ箱設置を企画しました。

　内容は伊佐に関する Q&A を設け、回答が当

てはまる方のごみ箱にごみを捨てて投票するとい

うもの。５時間の実施で約５袋分の燃えるごみが

集まりました。

　企画の代表者である寒川大輝さん（２年）は「伊

佐市のゴミ問題を改めて考えることができた。ご

み箱設置でポイ捨ても減らせたのではないか」と

効果を感じる一方で「アルミ缶やペットボトルも

燃えるごみ袋に捨てられていた。ゴミを正しく処

理できるような工夫がまだまだできるのでは」と

これからの課題についても話してくれました。

夏の恒例イベント 「伊佐市夏祭り」 が今年も開催され

ました。 ７月 26 日は、 湯之尾滝上流での花火大会。 夜

空に、 色鮮やかな 7,000 発の花火が打ち上げられまし

た。 翌 27 日、 大口中心商店街でパレードと市民総手

踊りが行われ、 たくさんの方々が暑い夏を楽しみました。

投票内容 Q. 伊佐市の人気のスポットは？

活動にご協力いただき、ありがとうございます。

集まったごみ 集まったごみ

２袋 ３袋

盛り上がった伊佐の夏

７ 26

７ 27

７ 27

A
忠元公園

B
曽木の滝

ごみを捨てて投票しよう

投票式ごみ箱
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問い合わせ先　伊佐市基幹相談支援センター（伊佐市役所福祉課内）　☎２３－１３１７

基幹相談支援センター

だより⑮

ま
た
不
安
の
原
因
を
解
決
し
よ
う
と
思
っ

て
も
心
配
な
あ
ま
り
先
に
進
め
な
く
な
っ
て
、

深
み
に
入
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
失
敗
す
る
よ
う
な
状
況
を
自
分
で

作
り
出
し
て
し
ま
い
、
緊
張
し
て
頭
が
う
ま

く
働
か
な
く
な
り
肩
に
力
が
入
り
、
結
局
失

敗
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
と

き
「
予
測
通
り
失
敗
し
た
」
と
考
え
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
「
予
測
し
た
か
ら
」
失
敗
し

た
と
い
え
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
は
可
能

性
と
確
率
を
区
別
し
て
考
え
る
よ
う
に
し
て

お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
感
染
症

の
拡
大
や
自
然
災
害
が
起
き
る
可
能
性
は
い

つ
で
も
あ
り
ま
す
し
、
事
件
や
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
す
べ
て
の
行
動
を
制
限
し
て
い
た

の
で
は
、
自
分
ら
し
い
生
活
は
送
れ
な
く
な

り
ま
す
。
「
将
来
ど
ん
な
悪
い
こ
と
が
起
き

る
か
」
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
そ
う
し
た
不

安
自
体
、
あ
る
い
は
希
望
を
失
う
こ
と
自
体

が
大
き
な
リ
ス
ク
と
な
っ
て
自
分
を
苦
し
め

て
し
ま
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

み
な
さ
ん
は
「
不
安
」
と
聞
い
て
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
？

普
段
か
ら
な
ん
と
な
く
不
安
を
感
じ
て
い
る

人
、
職
場
や
学
校
の
人
間
関
係
、
健
康
や
将

来
に
つ
い
て
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
課
題

へ
の
不
安
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
私
た

ち
の
身
近
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
不
安
は
と
て
も
厄
介
な
存
在

で
あ
る
一
方
、
安
全
に
生
活
す
る
た
め
に
は

必
要
な
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

不
安
は
人
が
自
分
の
命
や
存
在
を
お
び
や

か
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
直
面
し
た
と
き
に

生
じ
る
サ
イ
ン
で
あ
り
、
本
能
の
ひ
と
つ
で

も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
自
然
災
害
や
感
染
症

の
拡
大
な
ど
、
不
安
が
あ
る
か
ら
こ
そ
事
前

に
準
備
し
た
り
、
起
き
た
時
の
対
応
策
を
考

え
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
を
危
機
か
ら
守

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

し
か
し
日
常
的
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
状

態
が
続
く
と
ス
ト
レ
ス
反
応
と
し
て
、
頭
が

痛
い
、
お
腹
が
痛
い
、
眠
れ
な
い
、
肩
が
凝
っ

て
体
が
硬
く
な
る
、
落
ち
着
き
が
な
い
、
イ

ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
、
食
欲
が
な
い
な
ど
の

症
状
と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

不
安
と
の
つ
き
あ
い
方

ま
た
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
現
実
に
目
を

向
け
的
確
な
判
断
を
し
て
い
く
た
め
に
は
情

報
や
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
に
関
し
て
「
本

当
に
そ
う
な
の
か
」
と
冷
静
に
多
面
的
な
角

度
か
ら
考
え
て
み
る
必
要
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。

そ
し
て
不
安
に
と
ら
わ
れ
や
す
い
人
は
今

の
自
分
の
状
態
を
言
葉
に
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
「
こ
こ
が
痛
い
」「
こ
こ
が
つ
ら
い
」

「
○
○
が
心
配
」
な
ど
の
感
情
や
感
覚
を
言

葉
に
し
て
伝
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
安
心
と

安
全
の
な
か
で
自
分
の
話
を
聞
い
て
く
れ
る

人
が
身
近
に
い
る
か
ど
う
か
が
大
切
に
な
り

ま
す
。
も
し
な
か
な
か
話
せ
る
人
が
い
な
い

場
合
、
ノ
ー
ト
に
自
分
の
気
持
ち
を
書
い
て

み
る
こ
と
も
お
す
す
め
で
す
。

こ
の
よ
う
に
人
は
不
安
を
感
じ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
と
き
に
自

分
を
守
っ
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
不
安
と
う
ま
く
付
き
合
う
た
め
に
は
、

不
安
に
な
っ
て
い
る
自
分
に
気
づ
き
、
受
け
止

め
、
そ
れ
を
安
心
で
き
る
人
と
共
有
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。



ISA City Public Relations  2024.09.01　　8

　酷暑の８月が過ぎ、あっと

いう間に９月になりましたね。

稲がすくすくと育つ伊佐の景

色、これから黄金色に変化し

ていくのが楽しみです。

　この８月は伊佐市観光特産

協会が実施する、夏季限定の

曽木発電所遺構ツアーが開催

されました。令和元年から開

催されているこの遺構ツアー、

参加した方は遺構のレンガが

入った瓶をもらえるという特

典付き！今年、こちらの瓶の

デザインをリニューアルする

ということで瓶にあしらう絵

を描かせていただきました。

　遺構ツアーの思い出と共に、

伊佐の空を持ち帰ってほしい

という想いから生まれた一枚

です。小さな遺構が入った瓶

を持ち帰った方がまた伊佐へ

来てくださった

らいいなと思

います。

　青空に映える入道雲、蝉の

声が響く田んぼ道、伊佐の景

色に夏の風物詩が彩りを添え

ています。

　今どんなものを織っている

のか聞かれますが、私はいつ

も（真夏でも）獣毛（ウール

等の動物毛）で織っています。

手織りにおいて、使用する獣

毛には特にこだわりを持って

おり、まず第一に、天然素材

であること。化学薬品等を使

用せず自然のままの風合いを

大切にした素材を選びます。

また、動物に優しい方法で生

産された糸であることも重要

です。動物たちの健康と幸福

を守りながら、丁寧に作られ

た糸を使うことで心を込めた

手織りが完成します。素材の

選定こそが作品に命を吹き込

む大切なプロセスなのです。

▲曽木発電所遺構 原画

完成品 ▶

▲ニュージーランドの広大な自然
の中で健康に育った羊たち

問い合わせ先　地域振興課コミュニティ活力推進係　☎２３－１３１１　　 ３２１内線

坂元　紫乃さん
さかもと しの くみこたなか たなか あき

田中　久美子さん 田中　亜紀さん

　７月 20 日、郡山八幡神社

の六月灯が開催されました。

私は郡山自治会のみなさまと

一緒に、食材の仕込みと焼き

そば隊のお手伝いに参加させ

ていただきました。見事な連

携プレーで 400 食分の仕込

みが完了し、お祭りの最中も

「食材準備」「焼き」「お会計」

などの担当に分かれ、次々と

焼きそばが出来上がっていき

ました。普段は来場者として

楽しむことの多いお祭りです

が、地域の方お一人お一人の

力があってこそのものだと改

めて気がつくことができまし

た。郡山自治会のみなさま、

大切なお祭りにご一緒させて

いただき本当にありがとうご

ざいました！

地域おこし協力隊

VOICE

伊佐の魅力を発信！

16 ページに古民家改修ワークショップのお知らせがあります！
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問い合わせ先　伊佐湧水警察署　☎２２－０１１０

１
１
０
番

だ
よ
り

「自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

を
守
り
ま
し
ょ
う
！

人
生
の
年
輪

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る

９
月
16
日
は
敬
老
の
日

頑
張
る
シ
ニ
ア
を
紹
介
し
ま
す

自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
上
で
は
車

両
の
仲
間
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
自
動
車
と
同
じ
よ
う
に
交
通

ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

車
両
の
運
転
者
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故
の
な

い
よ
う
注
意
し
て
安
全
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
５
年
４
月
か
ら
す
べ
て
の
自
転
車

利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義

務
と
な
り
ま
し
た
。

自転車運転者講習制度

◎受講命令に違反した場合は、
５万円以下の罰金が科せられます。

●講習内容

・運転者としての資質向上に関すること

・自転車運転の必要な適性に関すること

・道路交通の現状および交通事故の実態

に関すること

・その他自転車の運転について必要な知

識に関すること

●受講対象となる危険行為

信号無視、通行禁止違反、一時停止違

反、酒酔い運転など 15 種類

14 歳以上の自転車運転者が、危険な

違反行為で３年以内に２回以上検挙され

た場合や、危険な違反行為を原因とする

交通事故を起こした場合に、講習の受講

が命じられます。

小
さ
い
頃
か
ら
好
奇
心
、
探
求
心
が

強
か
っ
た
と
い
う
芳
ケ
野
さ
ん
。
現
在
、

三
作
目
と
な
る
エ
ッ
セ
ー
「
紙
の
碑

い
し
ぶ
み」

の
編
集
に
日
々
奮
闘
し
、
自
身
の
終
活

と
し
て
年
内
の
発
刊
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。

旧
伊
佐
郡
山
野
村
に
生
ま
れ
、
大
口

高
等
女
学
校
を
卒
業
、
両
親
が
教
師
で
、

自
宅
に
は
た
く
さ
ん
の
書
籍
が
あ
り
、

毎
日
の
よ
う
に
本
を
読
み
漁
っ
た
そ
う

で
す
。
前
作
の
「
花
が
消
え
た
日
」
は

女
学
校
の
校
門
か
ら
校
舎
ま
で
の
間
に

咲
き
誇
る
花
壇
の
花
に
胸
を
と
き
め
か

せ
た
入
学
式
か
ら
一
変
、
戦
争
に
よ
っ

て
勤
労
奉
仕
を
強
い
ら
れ
勉
強
も
で
き

ず
、
食
糧
難
で
苦
労
し
た
想
い
が
タ
イ

ト
ル
に
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
民
家
カ
フ
ェ
を
思
わ
せ
る
居
間
の

芳ケ野　玲子さん

（山野 97 歳）

問い合わせ先　長寿介護課地域包括支援係　☎２３－１３１１　　　１２２２内線

籐
椅
子
に
腰
か
け
「
世
界
の
絶
景
映
像

を
観
な
が
ら
音
楽
を
聴
く
の
が
楽
し

み
」
と
話
す
シ
ニ
ア
作
家
。
こ
ん
な
に

長
生
き
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
苦

笑
い
を
浮
か
べ
ま
す
が
、「
自
身
を
叱

咤
激
励
し
て
三
作
目
を
や
り
遂
げ
な
け

れ
ば
」
と
話
す
直
向
き
な
姿
は
き
ら
き

ら
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

人
生
１
０
０
年
時
代
、
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
人
生
を
謳
歌
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

９
月
の
対
象
活
動

○
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元
、
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ

プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
子
宮
・
乳
が

ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診

交
通
事
故
や
転
倒
し
た
際
、

頭
部
へ
の
被
害
軽
減
の
た
め
に
も
、

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を
守

っ
て
、
安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

◎
介
護
に
関
す
る
相
談
は
お
住
ま
い
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
５
（
２
３
）
２
３
７
７

▼
菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
５
（
２
６
）
１
３
０
７
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今
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す
。
こ

れ
は
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
対
す
る
自

覚
を
高
め
て
、
健
康
づ
く
り
の
実
践
を
促

進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
禁
煙
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

ま
ず
、
図
1
の
よ
う
な
病
気
に
な
る
リ

ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、
た
ば
こ
の
煙
に
は
依
存
性
を
も
つ

「
ニ
コ
チ
ン
」、発
が
ん
物
質
を
含
む「
タ
ー

健康
コーナー

問い合わせ先　保健課健康推進係　☎２３－１３１１　　 １２４２内線

禁煙のメリット

ル
」、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
る
「
一
酸

化
炭
素
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

禁
煙
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
有
害
物
質
に

よ
る
害
を
減
ら
せ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
味
覚
や
嗅
覚
が
改
善
す
る
こ
と

で
食
べ
物
が
美
味
し
く
感
じ
た
り
、
心
臓

の
機
能
が
改
善
す
る
こ
と
で
血
行
が
良
く

な
り
、
肌
が
艶
や
か
に
な
っ
た
り
と
身
近

な
変
化
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
喫
煙
に
費
や
し
て
い
た
時
間

分
（
例
:
一
本
約
５
分
×
一
日
15
本
=
約
75
分
）
、

一
日
ゆ
と
り
を
も
っ
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
吸
っ
て
い
た
本
数
が
多
い
人
ほ

ど
、
そ
れ
を
感
じ
や
す
い
は
ず
で
す
。

「
身
体
に
悪
い
の
は
分
か
っ
て
い
る
け

ど
、
や
め
ら
れ
な
い
」
の
は
、
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
と
い
う
病
気
の
た
め
で
す
。
ニ
コ

チ
ン
は
体
に
取
り
込
ま
れ
る
と
脳
か
ら
快

感
物
質
（
ド
ー
パ
ミ
ン
）
を
た
く
さ
ん
出

し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
気
分
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
感
覚
は

ほ
ん
の
一
瞬
で
30
分
～
１
時
間
も
す
れ
ば

ニ
コ
チ
ン
が
切
れ
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
き
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
一
瞬
の
強
い
快
感
を

求
め
て
繰
り
返
し
た
ば
こ
を
吸
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。

で
は
、
禁
煙
に
ど
う
取
り
組
め
ば
よ
い

で
し
ょ
う
。
方
法
は
『
自
力
・
市
販
薬
・

禁
煙
外
来
』
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
市
販
の
禁
煙
補
助
薬
や
禁
煙
外
来

で
の
治
療
は
、
自
力
で
の
禁
煙
よ
り
「
比

較
的
楽
に
・
よ
り
確
実
に
・
あ
ま
り
お
金

を
か
け
ず
に
」
た
ば
こ
を
止
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

比
較
的
楽
に
＝
離
脱
症
状
を
和
ら
げ
る

よ
り
確
実
に
＝
成
功
率
が
４
～
６
倍

あ
ま
り
お
金
を
か
け
ず
に
＝

健
康
保
険
を
使
っ
た
禁
煙
治
療
は
、
治
療

条
件
に
よ
り
ま
す
が
３
割
負
担
の
場
合
で

約
１
３
、０
０
０
円
︵
12
週
間
分
︶︒
た
ば

こ
代
よ
り
安
く
で
治
療
が
で
き
る
︒

●
禁
煙
外
来
と
は

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
健
康
保
険

を
使
っ
て
治
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
標
準

的
な
治
療
で
は
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
度
の
判

定
（
問
診
な
ど
）
や
呼
気
検
査
、
依
存
度

に
合
わ
せ
た
薬
の
処
方
、
禁
煙
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
治

療
期
間
は
、
12
週
間
で
５
回
（
初
回
診
察

含
む
）
の
診
察
を
受
け
ま
す
。
未
成
年
の

喫
煙
者
、
加
熱
式
た
ば
こ
を
使
用
し
て
い

る
人
も
健
康
保
険
を
使
っ
て
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
鹿
児
島
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
禁
煙
支
援
医
療
機
関
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
病
院
を
選
ぶ
と
き

の
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【参考資料】 ・ 冊子 「禁煙は愛」　日本医師会　　 ・ 禁煙のすすめ　日本心臓財団

　　　　　 ・ 禁煙支援マニュアル第２版　厚生労働省　（図１）

メリット

（図１）
鼻腔・副鼻腔がん 脳卒中

歯周病

慢性閉塞性肺疾患（COPD）
呼吸機能低下
結核（死亡）

虚血性心疾患

腹部大動脈瘤

末梢性の動脈硬化症

２型糖尿病の発症

早産 低出生体重・胎児発育遅延

ニコチン依存症

口腔・咽頭がん

喉頭がん

食道がん

肺がん

肝臓がん

胃がん

すい臓がん

膀胱がん

子宮頸がん
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福
岡

題
に
な
る
の
か
。
冗
談
な
ん
か
言
っ
て
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
相
手
の
意
図
も
汲
み
な
が

ら
簡
潔
に
説
明
と
い
う
の
は
難
し
く
、
早

く
も
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
よ
う
な
感

覚
で
し
た
。

事
前
視
察
を
終
え
、
事
業
の
テ
ー
マ
は

「
リ
セ
ッ
ト
旅
～
南
薩
で
心
も
体
も
ア
プ

デ
し
よ
う
～
」
に
決
め
ま
し
た
。
都
会
で

疲
れ
た
体
や
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
新

た
な
自
分
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
と
い
う
意
味

と
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
客
足
が
戻
り
き
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
の
中
、
南
薩
地
域
で

は
新
た
な
取
組
や
施
設
も
増
え
て
い
ま

す
。
鹿
児
島
県
内
で
比
較
的
メ
ジ
ャ
ー
な

旅
行
先
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
改

め
て
今
の
南
薩
地
域
を
見
て
も
ら
う
こ
と

で
、
そ
の
地
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
と
い
う
２
つ
の
意

味
を
込
め
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
事
業
当
日･･･

と
続
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
続
き
は
10
月
号
に
て
掲

載
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
！

  　
　

　
　

（
千
鳥

恋
）

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
５
月
、上
司
か
ら「
今

年
の
（
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
招
待
事
業
は
千

鳥
さ
ん
に
お
任
せ
し
ま
す
」
と
い
う
言
葉

で
私
の
上
半
期
ナ
ン
バ
ー
１
の
大
仕
事
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
例
年
行
っ
て
い
る

こ
の
事
業
は
、
北
部
九
州
に
店
舗
を
構
え

る
旅
行
会
社
の
造
成
担
当
を
鹿
児
島
県
へ

招
待
し
、
観
光
地
や
食
事
、
体
験
を
実
際

に
体
感
し
て
も
ら
い
、
鹿
児
島
の
旅
行
商

品
を
造
成
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。
今
年
度
は
７
月
に
南
薩
方

面
へ
の
招
待
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
、
昨
年
の
資
料
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

お
お
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
計
画
、
と

り
あ
え
ず
イ
メ
ト
レ
。
個
人
的
に
「
こ
の

事
業
が
終
わ
る
ま
で
、
冗
談
を
言
え
る
く

ら
い
の
余
裕
を
常
に
持
ち
、
最
後
は
楽
し

か
っ
た
！
と
言
え
る
よ
う
な
仕
事
に
し
た

い
」
と
い
う
目
標
を
立
て
ま
し
た
。

ま
ず
、
事
前
視
察
で
は
、
訪
問
候
補
施

設
に
伺
い
概
要
の
説
明
や
協
力
依
頼
を
し

ま
す
。
普
段
は
メ
ー
ル
で
の
や
り
と
り
が

多
い
た
め
、
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
と
な
る

と
、
相
手
の
反
応
が
よ
り
ダ
イ
レ
ク
ト
に

伝
わ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
ち
ら
が

選
ぶ
言
葉
が
補
足
説
明
な
の
か
、
次
の
話

だ
よ
り

・ 菱刈図書館

　（菱刈ふるさといきがいセンター内）

☎ 26 －３０００

・ 大口図書館臨時窓口

　（オニツカ１階店舗内）

☎ 22 －０417

　※営業時間　10 時～ 18 時

休 館 日 ： 月曜日

※月曜日が祝日のときは翌日

開館時間

火 ～ 土：９時～１８時

日・祝日：９時～１７時

へ

図
書
館

よ
う
こ
そ

お す す め の 一 冊 （新刊全点案内より引用）

サンショウウオの四十九日

朝比奈　秋　著 / 新潮社

　私のすぐ隣にいる、もう一人の

わたし…。気鋭の作家が、医師と

しての経験と驚異の想像力で、二

人で一つの身体を生きる姉妹の人

生と命の普遍を描く。

所蔵館：両館

図 書 館 情 報

●
イ
ベ
ン
ト
情
報

ふ
れ
あ
い
メ
ル
ヘ
ン
ひ
ろ
ば

日

時

９
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時

場

所

大
口
図
書
館
臨
時
窓
口

内

容
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ぎ
ん
な
ん
」
に

よ
る
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

●
今
月
の
新
刊
本

【児
童
】

見
つ
け
屋
と
お
知
ら
せ
屋

／
廣
嶋

玲
子

作
（
両
館
）

な
ら
ん
で
い
る

／
五
味

太
郎

作
（
両
館
）

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
し
ご
と
大
図
鑑

／
野
口

聡
一

監
修
（
大
口
）

【一
般
】

な
ぞ
と
き　
　
　

／
畠
中

恵

著
（
両
館
）

武
田
の
金
、
毛
利
の
銀

／
垣
根

涼
介

著
（
両
館
）

い
な
く
な
く
な
ら
な
く
な
ら
な
い
で

／
向
坂

く
じ
ら

著
（
菱
刈
）

●
献
本

亀
甲

祥
代
さ
ん
（
前
目
）

竹
山

加
代
子
さ
ん
（
川
北
）
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政
情
報
﹁
農
の
い
ろ
は
﹂

農
作
業
事
故
防
止

農
業
の
機
械
化
が
進
展
す
る
一
方
で
、

県
内
に
お
い
て
も
農
業
機
械
に
よ
る
農
作

業
事
故
の
発
生
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
で

す
。こ

の
た
め
、
農
作
業
事
故
の
未
然
防
止

を
目
的
と
し
て
、
農
繁
期
の
４
月
～
６
月

を
「
春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
９
月

～
10
月
を「
秋
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」

の
実
施
期
間
と
定
め
、
鹿
児
島
県
内
で
農

作
業
事
故
の
未
然
防
止
と
安
全
対
策
の
周

知
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
等
農
業
機

械
の
転
落
・
転
倒
に
よ
る
死
亡
事
故
等
が

多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
に

作
業
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
こ
と
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
徹
底
し
よ
う
！

農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
対
策
』

〜
カ
ク
ニ
ン
・
カ
イ
ゼ
ン
で

ピ
ン
チ
に
備
え
よ
う
！
〜

【
事
故
防
止
対
策
】

○
ほ
場
周
辺
の
危
険
箇
所
の
確
認
・
危
険

回
避
行
動
の
実
践
（
危
険
箇
所
で
の
減

速
、
危
険
箇
所
の
迂
回
ル
ー
ト
の
設
定

な
ど
）

農

内
線

○
危
険
箇
所
の
改
善
（
道
路
端
や
曲
が
り

角
の
草
刈
り
、
路
肩
の
補
強
な
ど
）

○
ト
ラ
ク
タ
ー
に
作
業
機
を
装
着
し
て
公

道
を
走
行
す
る
際
は
、
十
分
な
道
幅
を

確
保
し
、
灯
火
器
を
設
置
し
て
、
安
全

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
農
業
機
械
の
定
期
的
な
点
検
・
整
備
を

行
い
、
整
備
不
良
に
よ
る
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

〇
無
人
航
空
機
利
用
の
農
作
業
で
は
、
作

業
前
に
、
ほ
場
周
り
の
障
害
物
や
風
向

き
を
確
認
し
、
接
触
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

【
被
害
軽
減
対
策
】

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

○
安
全
フ
レ
ー
ム
付
き
ト
ラ
ク
タ
ー
の
利

用

【
熱
中
症
対
策
】

〇
こ
ま
め
に
休
憩
や
水
分
補
給
を
行
う
な

ど
、
熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
】

〇
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
（
熱
中
症
警
戒

情
報
）
と
は
、
熱
中
症
の
危
険
性
に
対

す
る
「
気
づ
き
」
を
促
す
も
の
と
し
て

発
表
さ
れ
る
も
の
で
す
。

〇
令
和
６
年
度
か
ら
は
新
た
に
熱
中
症
特

別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
（
熱
中
症
特
別
警
戒

情
報
）
も
開
始
。
人
の
健
康
に
係
る
重

大
な
被
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

に
発
表
さ
れ
ま
す
の
で
、
農
作
業
を
開

始
す
る
前
に
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
業
政
策
係

　
　

☎
０
９
９
５
（
２
３
）
１
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
２
４
６

●熱中症警戒アラートと
　MAFF アプリの連携

MAFF アプリは農林水産省が

農林漁業者等のスマートフォン

に、農林水産業に役立つ情報を

直接お届けするアプリです。 

　農林水産省ホームページ

（MAFFアプリについて ▶ https://

www.maff.go.jp/j/kanbo/maff-

app.html）

年度 認定農業者 認定新規就農者
H28.3.31 224 19
H29.3.31 224 22
H30.3.31 235 22
H31.3.31 228 18

R2.3.31 227 14
R3.3.31 219 14
R4.3.31 211 14
R5.3.31 209 14
R6.3.31 201 15

認定農業者 認定新規就農者
H31.3末 228 18
R2.3末 227 14
R3.3末 219 14
R4.3末 211 14
R5.3末 209 14
R6.3末 201 15

（人）

訂
正
と
お
詫
び

前
回
の
さ
と
い
も
の
花
画
像
を
間

違
っ
て
水
芭
蕉
の
花
を
掲
載
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

お
電
話
く
だ
さ
っ
た
方
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

無人ヘリによる農薬散布

　無人ヘリコプターによる、水稲航空防除（農

薬散布）を行います。

　散布作業時の安全面には最善を尽くします

が、周辺のみなさまは、念のために安全面・

洗濯物等にご注意くださるようお願いします。

●実施日（予定）
９月９日（月）～ 12 日（木）

※天候により変更あり

●時間帯　早朝～日没前　早朝～日没前

日（木）

問い合わせ先　伊佐農業公社　☎２２－５５８１

アプリは農林水産省が

ｉ
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　伊佐市では、現在３人の隊員が活動しており、

それぞれに持ち前のスキルを生かし、伊佐市との

掛け算を楽しみながら日々活動しています。

　今回は、その３人が行っている SDGs の取組

について紹介します。

　手織りは天然素材を使用することで環境への負荷を軽減し、持

続可能なライフスタイルを実現する一つの手段です。合成繊維に

依存せず、エシカルな生産者から調達した獣毛を用いることで資

源の無駄遣いを防ぎます。また、手織りは地域の伝統技術を継承

し、地元経済の活性化にも寄与します。さらに、手作りの作品は

一つ一つにストーリーがあり、消費者に対して持続可能性の重要

性を伝える役割も果たします。このように、手織りを通じて環境

保護と文化の継承を両立させた未来を紡いでいくことができるの

です。

　アウトドアシーンでも活躍するポータブル電源。これを雨に当

たる心配のない家の縁側に置き、窓からコードを出して屋外に設

置したソーラーパネルに接続します。天気のいい日には、３時間

ほどでフル充電でき、貯めた電気を利用してスマートフォンや充

電式の電子機器に活用しています。消費電力の大きなものはカ

バーできず、日頃から電気頼みの生活をしている事に気が付く

きっかけにもなっています。

　私の小さな SDGs。修理に出せる靴やカバンは修理屋さんに

お願いしたり、色褪せてもまだ着ることのできる服は自分で染め

直してみたり。靴下やニットなど穴があいたものは「ダーニング」

という手法で修繕をしています。修理したりメンテナンスしたり

すると、捨てる物が減るだけでなく、お気に入りの物とより長く

一緒にいることができ、大量消費しない生活を送ることができま

す。

〈  ＳＤＧｓの取組 〉

手織りを通じて持続可能な未来を紡ぐ

わが家のプチソーラー発電

好きな物と長く暮らす。

田中亜紀隊員の取組（工芸ものづくり担当）

田中久美子隊員の取組（空き家バンク・移住定住担当）

坂元紫乃隊員の取組（伊佐の魅力向上と情報発信担当）

このコーナーに掲載する
市内での取組を募集します︕

問い合わせ先

企画政策課政策調整係　☎２３－１３１１　　　１１２５内線

伊佐市地域おこし協力隊

収穫した藍で羊毛を藍染め

屋外に設置中のソーラーパネル

ダーニングで補修中の靴下
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問い合わせ先　環境政策課環境保全係　☎２２－１０６０vol.6

　現在伊佐市では、ごみの分別の普及啓発に力をいれています。

そこで今回は可燃ごみと紙類の出し方を紹介します。

ごみの分別をしっかり行いましょう！

紙類の出し方

〇出せるもの 〇出せるもの

×出せないもの

  ・生ごみ、紙類

 ・アルミ箔

   ・必ずヒモ等で縛ってから出しましょう。

   ・油紙、カーボン紙は燃えるごみで出し

　ましょう。

   ・収集日当日が雨天の場合、ビニール袋

　等に入れて濡れないようにして出しま

　しょう。

   ・縛るヒモはなるべく紙

　ヒモを使用しましょう。

   ・投げ込みチラシ、

　パンフレット、コピー

　用紙、包装紙、紙袋、

　紙箱などは「雑誌・

　カタログ」とまとめ

　て出すようにしましょう。

  ・洗っても汚れがとれないプラス

　チック容器包装・ペットボトル

  ・プラマークのついていない

　プラスチック製品

   ・生ごみ等がしっかり水切り

　されておらず、収集時にご

　み袋が破けてしまうことが

　多々ありますので、確実に

　水を切ってからごみ袋に入

　れるようにしてください。

   ・灯油ポリ缶は 20 ℓ以下の指定ごみ袋に入

　る大きさのもので、中身を空にしてから

　出しましょう。

   ・金具などがついたかばんなどは不燃ごみ

　（赤袋）で出しましょう。

   ・食用油は新聞紙等に吸わせて出すか、凝

　固剤などで固めてから出すようにしまし

　ょう。

  ・使い捨てカイロ

 ・灯油ポリ缶

 ・衣類（ボタン、ファスナーは

そのままで大丈夫です）

 ・新聞紙・チラシ

 ・雑誌・カタログ・雑紙等

  ・段ボール

  ・紙パック

  ・油紙

  ・カーボン紙

可燃ごみ の 出し方

注
意
点

注
意
点

出せないもの

カイ
ロ
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わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
、
次
の
よ

う
な
社
会
と
い
え
ま
す
。

  ·

家
庭
・
職
場
・
地
域
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

人
間
生
活
の
場
に
お
い
て
、
男
女
が
お

互
い
に
尊
重
し
合
い
、
対
等
な
立
場
で

「
参
画
」す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

  ·

性
別
に
よ
っ
て
固
定
的
に
役
割
分
担
を

決
め
る
こ
と
な
く
、
男
女
が
い
っ
し
ょ

に
責
任
と
喜
び
を
分
か
ち
合
う
社
会
で

す
。

  ·

女
性
も
男
性
も
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
し
、
自
分
ら
し
く
豊
か
で
充
実
し
た

人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

（
注
）「
参
画
」
と
は
、
単
な
る
「
参
加
」
で

は
な
く
、
企
画
・
立
案
か
ら
決
定
・
運
営
ま

で
を
主
体
的
に
担
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

女
性
の
社
会
参
加
が
進
ん
で
い
る
と
は

い
え
、
性
別
に
よ
る
差
別
は
依
然
と
し
て

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
見
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
私
た
ち
は
長
い
歴
史
の
中
で
つ

く
ら
れ
た
慣
習
に
つ
い
て
、
特
に
問
題
意

識
を
持
つ
こ
と
も
な
く
、
結
果
と
し
て
男

●
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
︑
ど
ん
な
社

会
で
し
ょ
う
か
︖

●
な
ぜ
﹁
男
女
共
同
参
画
社
会
﹂
づ
く
り

が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
︖

男女共同参画社会

女
の
自
由
な
生
き
方
を
阻
ん
で
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。

一
方
で
、
こ
れ
か
ら
は
少
子
高
齢
化
や

国
際
化
・
情
報
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
や
価
値
観
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、「
男
は
仕
事
・
女
は
家
事
」

と
い
っ
た
固
定
的
な
考
え
方
は
時
代
の
流

れ
に
逆
行
し
、
み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
づ
く
り
は
む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。

男
女
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
平
等

に
参
画
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し

な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
社
会
を
豊
か
に
つ

く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

憲
法
で
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
や
法

の
下
の
平
等
、
家
庭
生
活
に
お
け
る
個
人

の
尊
厳
と
両
性
の
平
等
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
法
律
や
制
度
の
上
で
は
男
女
平
等

は
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
古
い
慣
習
や
固
定

的
な
考
え
方
の
も
と
、
女
性
だ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
不
平
等
な
扱
い
を
受
け
て
い
る

現
実
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
人
権
啓
発
・
市
民
相
談
係１

１
６
５

●
も
う
︑
男
女
平
等
は
達
成
さ
れ
て
い
る

の
で
は
︖

地域おこし協力隊・田中久美子の
9 29

2010年に頴娃町へ移住。弟と観光養殖場
「タツノオトシゴハウス」⽴ち上げ、地
域・⾏政と連携し観光地ではなかった頴娃
町を地域ぐるみで観光地に成⻑させる。⽯
垣商店街を中⼼に6年間で11軒の空き家を
交流拠点や宿に再⽣し、交流⼈⼝や移住者
を呼び込む。2021年からは「コミュニティ
⼤⼯」を名乗り、九州各地で空き家再⽣の
ハードからソフトまでを担う。

古民家再生記
番外編 ワ


ク
シ


プ

⽜
尾
の
古
⺠
家
改
修

s u n
1 0 : 0 0 - 1 6 : 0 0

講師
コミュニティ⼤⼯

加藤潤⽒

講師 建築⼠

守友寅次郎⽒

関⻄•関東で約20年に渡
り、建売⼾建住宅主体の
建築設計事務所に勤務。

2019年独⽴、翌年妻の実家である⿅児島県
霧島市に移住。設計・住宅の検査など、通常
の建築的仕事の傍ら、地域イベントを主催し
たりDIYワークショップにも関わるようにな
り、昨今はコミュニティ⼤⼯としての活動も
本格化。かおる建築設計室代表。伊佐市地域おこし協⼒隊

⽥中久美⼦

⾔い出しっぺ
タイムスケジュール

10:00 集合

10:30 古⺠家の紹介・ルームツアー

11:00 加藤⽒・守友⽒とのトークセッション

∼地域の場づくり×空き家活⽤の可能性∼

12:30 お昼休憩（かまど炊きご飯を予定）

13:30 体験ワークショップ

∼古⺠家の壁解体と、解体時の注意点∼

16:00 終了予定 ◆主催｜伊佐市地域おこし協⼒隊 ⽥中久美⼦

◆会場｜⿅児島県伊佐市⼤⼝⽜尾（※詳細は参加者にご案内します）

◆お問い合わせ｜伊佐市役所地域振興課（代表電話：0995-23-1311）担当｜寺師

お申し込みはこちら！

牛尾の古民家お片付け中の田中より、お知らせです。

９月２９日（日）、古民家改修ワークショップを開催いたしま

す！（今後定期開催の予定です）

鹿児島県内でコミュニティ大工として活動する加藤潤さん

と、建築士の守友寅次郎さんを講師としてお招きし、空き家を

改修した場づくりに取り組んできた講師お二人のお話や、解体

作業時の注意点などを伺いながら、壁の解体作業に着手しま

す。地域の皆さんや古民家改修に興味のある方々 と一緒に、楽

しみながら作業できたら嬉しいです。私も初心者なので、DIY

が初めての方もお気軽にご参加ください♪

◎ご参加いただく皆様へ
・当⽇は汚れてもいい服装・靴でお越しください
・参加される⽅は、イベント保険に加⼊いただきます
・昼⾷のご⽤意がありますが、アレルギー等がご⼼配な⽅は
お⼿数ですがお持ち込みをお願いいたします
・右側のQRコードより、お申し込みをお願いします 参加費：５００円（昼⾷代）

内
線
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立候補を予定され

ている人はご出席

ください。

告示日 11 月 10 日（日）

投票日 11 月 17 日（日）
投票時間 午前７時～午後６時

日　時

日　時

11 月 11 日（月）～ 16 日（土）

10 月８日（火）
13 時 30 分

場　所

場　所

携行品　出席者の印鑑および筆記用具

午前８時 30 分～午後８時
伊佐市役所大口庁舎・菱刈庁舎

大口元気こころ館

伊佐市長・伊佐市議会議員
選挙立候補予定者説明会

期日前投票

伊佐市長・伊佐市議会議員選挙 問い合わせ先

伊佐市選挙管理委員会

１１７１・１１７２内線

Information

自殺予防週間

９月 10 日～16 日は

　悩みや不安があるのに、ひとりで抱え

込んでいませんか。つらいときは誰かに

話を聞いてもらうだけでも心が落ち着き

ます。身近に相談相手がいなくても、あ

なたの話を聞いて力になってくれる人は

必ずいます。また、家族や友人、同僚な

ど身近な人の様子がいつもと違うと感じ

た場合には声をかけ、話に耳を傾けてみ

ましょう。

● 鹿児島県自殺予防情報センター

　☎０９９－２２８－９５５８
　相談日　月・木（祝日を除く）

　時　間 ９時～ 12 時、13 時～ 16 時
　※面談は事前予約が必要

● 鹿児島いのちの電話

　☎０９９－２５０－７０００
　相談日 24 時間年中無休

● よりそいホットライン

　☎０１２０－２７９－３３８
　相談日 24 時間年中無休

● ● 鹿児島いのちの電話

相談窓口

問い合わせ先

保健課健康推進係　　　１２４１内線

（選挙人名簿に登録されている人はどちらでも投票できます）

※国政選挙の執行次第では、上記日程の変更も予想されます。
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令和６年 10 月分（令和６年 12 月支給）から

児童手当制度が変わります

制度改正（拡充）の内容

○ 所得制限の撤廃（所得制限限度額および所得上限限度額を超過していた人も支給対象）

○ 支給期間を「中学生まで」から「高校生年代まで（※ 1）」延長
○ 第３子以降の支給額を３万円に増額
○ 支払月を年３回から年６回に増加（偶数月での支払い）

（※ 1）高校生年代までとは、18 歳に達する日以後の最初の３月 31 日までのこと（以下同じ）。

１  支給対象　児童（０歳児から高校生年代の子） を養育している人

３  支給額

２  制度改正後に児童手当を受給するために、新たに申請が必要な人

①～③のうち１つでも該当する場合は、申請が必要になります。申請のお知らせおよび必要

書類の案内等は９月初めに郵送しますので、ご確認ください。

※現在児童手当を受給しており制度改正後支給額が変わらない人は申請不要です。

① 高校生年代の児童を養育している人
（現在中学生以下の児童を養育しており、児童手当を受給している人を除く。）

② 中学生以下の児童を養育しているが、所得上限限度額以上のため、児童手当も特例給付
も受給していない人

③ 大学生年代の兄姉を含めて３人以上の児童を養育している人（※ 2）
大学生年代について監護に相当する世話等をし、その生計費を負担している人は「監護
相当・生計費の負担についての確認書」等の提出が必要となります。

（※ 2）大学生年代とは、18 歳に達する日以後の最初の３月 31 日を経過した後の 22 歳に達する日以
　　　 後の最初の３月 31 日までの間にあって、親等に経済的負担のある子（以下同じ）。

児童手当の額（一人あたり月額）

児童の年齢 ３歳未満 ３歳以上高校生年代まで
 第１子・第２子 15,000 円 10,000 円
 第３子以降 30,000 円 30,000 円

◎詳しくは市ホームぺージに掲載しますので、ご覧ください。

５  申請について

２ に該当する人は、申請が必要です。初回給付日（令和６年 12 月予定）に制度改正後の
手当を受給するには、10 月 31 日（木）までに（郵送の場合は必着）申請してください。

※申請猶予期間：令和７年３月 31 日（月）までに申請されれば、制度改正後の手当が令和６

　年 10 月分にさかのぼって支給されます。

※公務員は勤務先で申請してください。

４  支給時期　毎年２月、４月、６月、 ８月、 10 月、 12 月 （偶数月）

※それぞれの前月分まで（２か月分）を支給します。

※「第３子以降」とは

大学生年代までの子のうち、

年齢が上の子から数えて３人

目以降の子のこと。

申請・問い合わせ先

こども課子育て支援係

　☎２３－１３２８

もっと子育て応援！
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災害時に支援を必要とする人々を

地域で支えよう

　国の災害基本法改正に伴い、避難行動要支援者の名簿作成が義務化されました。名簿作成のために、

対象者には、９月上旬に登録申請書をお送りし、避難行動要支援関係者への名簿提供の同意確認を行い

ます。必ずご確認のうえ、ご返送ください。

※施設に入所している人は除きます。 ※太枠内を記入する

問い合わせ先

福祉課社会福祉係　　  １２６８内線

避難行動要支援者

生活の基盤が自宅にある人のうち、 次の要件に該当する人

① 要介護認定 3 ～ 5 の認定を受けている人　
② 身体障害者手帳 1・2 級を所持する人
③ 療育手帳Ａを所持する人
④ 精神障害者保健福祉手帳 1 級を所持する人
⑤ 難病で避難する際に支援が必要な人      
⑥ 80 歳以上のひとり暮らし高齢者または高齢者のみの世帯 
⑦ 自ら避難行動要支援者名簿への記載を求める等市長が必要
　 と認める人

※同意されても、避難支援等が必ず保障されるものではありません。

※避難支援等関係者は、避難支援等に関し法的な責任や義務を負う

　ものではありません。

〇 新たに避難行動要支援者対象となられた人
  （基準日︓令和６年 8 月 1 日）

〇 昨年、 同意 ・ 不同意の意思を示されなかった人

対象と

なる人

　市では、避難支援等関係者に名簿提供を行い、平常時から見守りや災害時等に活用しています。

そして、一人でも多くの生命を守る・守ってもらいたいという思いで、「地域で支援を必要とす

る人々を支える仕組みづくり」を進めています。ご理解とご協力をお願いします。

避難行動要支援者への支援イメージ

申請書の確認後、 同意

された人の名簿を作成

自主防災組織 （自治会）、 民生委員 ・ 児

童委員、 消防機関、 警察、 社会福祉協

議会、 校区コミュニティ協議会  など

名簿提供

同意あり

同意なし

◎平常時から見守りや声かけ、

  防災訓練などに活用します。

◎災害時に安否確認や情報伝達、

　避難の手助けなどを行います。

申請書を提出

※名簿を提供された関係者には守秘義務があります。

※避難支援等は責任を伴うものではありません。

避難行動要支援者

伊佐市役所

避難支援等関係者

※災害時、 本人の生命 ・ 身体を保護する

   必要があると市が判断した 緊急時 には

   情報提供 ・   支援を行います。

　　を入れる　　を入れる

▲本人が申請できない場合は、

　配偶者や家族等が代わって

　行う代理申請もできます。
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Information

内線

問い合わせ先

文化スポーツ課スポーツ係

２３２４

　伊佐市営球場は、メインスタンド改修工事のため休場いたします。市民のみな

さまにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

　市民のみなさん一人ひとりが交通ルールとマナーを正しく守り、交通事故を防止しま

しょう。また、大切な家族や周囲の人にも交通安全について呼びかけましょう。

●重点事項

1. 反射材用品等の着用推進や安全な横断方法の実践等による歩行者の交通事故防止

2. 夕暮れ時以降の早めのライト点灯やハイビームの活用促進と飲酒運転等の根絶

3. 自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

　５年ぶりに伊佐市民スポーツ大会

（旧市民体育祭）を開催します。

　種目リレーの団体を募集します。

希望する団体は文化スポーツ課に申

し込みください。

運動期間

交通事故死ゼロをめざす日

スローガン

伊佐市営球場 休場
休場期間 10 月 1 日～令和７年 3 月 31 日

９月 21 日（土）～ 30 日（月）

９月 30 日（月）
「秋空に　ルールとマナーで　鹿

か ご し ま じ

児島路」

場 所 伊佐市陸上競技場

期 日 10 月 13 日（日）

令和６年度 伊佐市民スポーツ大会

リレー団体の募集

Information

秋の全国交通安全運動

内線

問い合わせ先

総務課交通消防防災係

１１１８

種　　　目 ・小学生リレー　（100 ｍ × ５人）
　　　　　　　・中学生 ・ 高校生 ・ 職場 ・ クラブ等対抗リレー

　　　　　　　　（100 ｍ × ４人）

申込期限 ９月 20 日（金）
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問い合わせ先　地域振興課地域資源活用係

☎２９－４１１３

　空港特急バスは、水俣・伊佐・湧水地域と鹿児島空港を

結ぶ重要な交通手段です。しかし、年々利用者が減少して

いるため、このままでは路線の維持が難しくなってしまい

ます。大切なバス路線を守っていくためにも、ご利用をよ

ろしくお願いします。

◎飛行機◎バス

鹿児島→東京
（約１時間 55 分）最短約 38 分

鹿児島市内 ・ 空港間

水俣市

伊佐市

湧水町

鹿児島空港
◎飛行機

伊佐 ・水俣間

約５７分

伊佐 ・湧水間

約３０分

伊佐 ・空港間

約６０分

◎九州新幹線

新水俣→新大阪（約３時間 49 分）

新水俣→博多（約１時間３分）

新水俣→新大阪（約３時間 49 分）

空港特急バスを利用しよう!

　伊佐市・湧水町・水俣市で組織する

県際広域バス対策協議会ではバスの利

用促進を目的としたプレゼントキャン

ペーンを開催します。１区間利用する

だけでも応募できますので、この機会

にぜひバスを利用してみてください。

【対象のバス】

南国交通㈱が運行する「伊佐～湧水～

水俣間」の空港連絡バス

時刻表は、各庁舎窓口で配付します。

【応募方法】

バス座席に貼ってあるステッカーから

スマートフォンを使って応募

【開催期間】令和７年１月 31 日まで

問い合わせ先 県際広域バス対策協議会（伊佐市役所地域振興課）☎２９－４１１３

新鮮！コリコリ

甘醤油にあう !!
甘醤油にあう !!

霧島アートの森

蘇峰 ・ 蘆花生家
【ご当地グルメ】 ちゃんぽん

★ゆうすい町

★みなまた市

【ご当地グルメ】 とりさし

　スポットへ

　～♪　ＧＯ

近場のおすすめ
シャキシャキ野菜

たっぷり！

時刻表・運賃・バス停の
情報はこちら！

https://nangoku-kotsu.com

！

バスオリジナルグッズを当てよう！
空港特急バスに乗って
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伊佐市役所代表電話 ☎２３－１３１１ 内線番号をお伝えください。
担当係におつなぎします。 お・し・ら・せ

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
令
和

６
年
３
月
末
ま
で
特
例
臨
時
接
種
と
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
が
始
ま
り
ま
す

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
６

年
10
月
か
ら
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
と
同
様
の
定
期
接
種
と
し
て
実

施
し
ま
す
。

接
種
希
望
者
に
は
、
市
か
ら
接
種
費
用

の
助
成
が
あ
り
ま
す
が
、
自
己
負
担
額
も

発
生
し
ま
す
。

対

象

者

①
65
歳
以
上
（
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か

ら
接
種
可
能
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓

ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺

の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ

る
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
人
お
よ
び

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫

の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

能
な
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
人

使
用
ワ
ク
チ
ン

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ｊ
Ｎ
・
１
系
統

実
施
期
間

10
月
１
日
（
火
）
～

令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）

実
施
場
所

市
内
の
各
医
療
機
関

※
詳
細
は
９
月
末
か
ら
送
付
す
る
予
診
票

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

接
種
費
用

３
、
１
０
０
円
（
市
内
医
療
機
関
）

※
市
外
医
療
機
関
で
受
診
を
希
望
す
る
場

合
は
、
保
健
課
健
康
推
進
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
公
的
な

定
期
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
く
、
風
し

ん
の
抗
体
保
有
率
が
他
の
世
代
に
比
べ
て

低
い
男
性
に
対
し
、
予
防
接
種
法
に
基
づ

き
、
抗
体
検
査
お
よ
び
予
防
接
種
を
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
無
料
で
受
け

ら
れ
る
最
終
年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
対
象
者
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対

象

者

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
で
過
去
に

抗
体
検
査
を
受
診
し
て
い
な
い
人

※
本
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て
、
ま
ず
は

抗
体
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
抗
体

検
査
の
結
果
で
十
分
な
量
の
抗
体
が
な

い
人
は
予
防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

令
和
７
年
２
月
28
日

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
の
料
金

無
料

実
施
場
所

市
内
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予

防
接
種
実
施
医
療
機
関

問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
健
康
推
進
係

１
２
４
７

広告

９
月
１
日
～
10
日
は
「
屋
外
広
告
物
適

正
化
旬
間
」
で
す
。

野
立
広
告
や
壁
面
広
告
・
横
断
幕
な
ど

の
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
に
は
原
則
と

し
て
、
事
前
に
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
設
置
者
は
、
広
告
物
を

適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

表
示
し
て
あ
る
広
告
物
の
安
全
性
を
定
期

的
に
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
等
の

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
、
期
間
中
に
違
反
屋
外
広
告
物

の
調
査
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
適
正
な
管
理
の
た
め
に

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係
（
菱
刈
庁
舎
）

２
２
３
６

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

予

診

票

①
の
対
象
者
に
は
、
９
月
末
か
ら
順
次
予

診
票
を
送
付
し
ま
す
。

②
の
対
象
者
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
予
診
票
を
医
療
機
関
に
持
参
し
な
い
と

市
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

感
染
症
の
流
行
は
現
在
で
も
確
認
さ
れ

て
お
り
、
年
齢
が
上
が
る
ご
と
に
重
症
化

す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
感
染
対
策

の
一
つ
と
し
て
流
行
株
に
対
応
し
た
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
健
康
推
進
係

１
２
４
７

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
公
的
な

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
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内
線

内
線

Information

科　
　

名

室
内
造
形
科
・
建
築
工
学
科

応
募
資
格

高
等
学
校
を
令
和
７
年
３
月

に
卒
業
見
込
み
の
者

選

考

日

10
月
４
日
（
金
）

選
考
場
所

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

科　
　

名

自
動
車
工
学
科
・
金
属
加
工
科

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

令
和
７
年
度
入
校
生
推
薦
選
考

吹
上
高
等
技
術
専
門
校

令
和
７
年
度
入
校
生
推
薦
選
考

９
月
の
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
り
替
え

計
量
法
に
よ
り
、
水
道
メ
ー
タ
ー
は
８

年
で
取
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

選
考
方
法

筆
記
試
験
お
よ
び
面
接

受
付
期
間

９
月
２
日（
月
）～
26
日（
木
）

詳
し
く
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
６
（
５
３
）
０
２
０
７

内　　容　オンライン映画上映会終了後、感想シェア

タイムを設けています。

問い合わせ先　

伊佐市基幹相談支援センター（福祉課障がい者支援係内）

☎２３－１３１７（担当：佐抜）

市
が
委
託
す
る
市
内
の
管
工
事
組
合
等
が
、

対
象
の
ご
家
庭
に
伺
い
無
料
で
交
換
し
ま

す
。
ま
た
、
対
象
の
ご
家
庭
に
は
事
前
に

検
針
票
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
メ
ー
タ
ー
器
本
体
の
管
理
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
大
口
地
区
】

大
島
北
、
大
島
南
、
上
ノ
馬
場
（
羽
月
）、

山
之
口
、
麓
町
、
包
ノ
原
、
並
木
、
金
波

田
上
、
駅
前
な
ど

【
菱
刈
地
区
】

下
手
、
花
北
下
、
花
北
上
な
ど

取
り
替
え
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
委
託
業
者
が
取
り
替
え
作
業
を
行
い
ま

す
の
で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
の
時
で
も
取
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

そ
の
場
合
は
「
取
り
替
え
済
」
伝
票
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
管
理
係

１
２
９
２

応
募
資
格

高
等
学
校
を
令
和
７
年
３
月

に
卒
業
見
込
み
の
者

選

考

日

10
月
４
日
（
金
）

選
考
場
所

吹
上
高
等
技
術
専
門
校

選
考
方
法

筆
記
試
験
お
よ
び
面
接

受
付
期
間

９
月
２
日（
月
）～
26
日（
木
）

詳
し
く
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
（
２
９
６
）
２
０
５
０

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
巡
回
健
康
相
談

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
健
康
の

維
持
・
増
進
を
目
的
と
し
た
「
巡
回
健
康

相
談
」
を
行
い
ま
す
。
校
区
外
に
お
住
ま

い
の
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

校 区 南永校区 羽月西校区

日 時
9 月  12 日（木）

9 時～10 時30 分  
9 月  18 日（水）

13 時30 分～14 時30 分

場 所 南永校区
コミュニティセンター 羽月西青少年センター

内 容

 ・血圧測定、体重測定
 ・ご自身やご家族の健康、介護など

に関する相談（相談には、管理栄養
士、看護師等が対応します）。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
健
康
推
進
係

１
２
４
２

日　　時 ９月 24 日（火）
12 時 45 分～ 15 時 15 分

場　　所 伊佐市役所大口庁舎２階大会議室

　映画を通してメンタルヘルスについ

て考えてみませんか。

上映映画 「ボブという名の猫　幸せのハイタッチ」

（2016 年制作 /103 分 /G/ イギリス）

「つながる、いつでも、誰とでも。」

― 今日の出会いにハイタッチ ―

世界メンタルヘルスデー

映画上映会プロジェクト 2024

どなたでも
参加

申込不要
無料

い
の
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に

  ・ご自身やご家族の健康、介護など
（相談には、管理栄養
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内
線

県
司
法
書
士
会
、
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
お
よ
び
南
九
州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連

合
会
で
は
、
10
月
１
日
「
法
の
日
」
に
ち

な
ん
だ
記
念
事
業
と
し
て
、
無
料
相
談
を

行
い
ま
す
。

日

時

10
月
５
日

（土
）

10
時
～
16
時

場

所

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

世
代
間
交
流
室

受
け
付
け
る
相
談

①
土
地
建
物
の
登
記
に
関
す
る
事
項

②
土
地
の
地
積
、
分
筆
、
測
量
、
境
界
に

関
す
る
事
項

③
会
社
の
登
記
に
関
す
る
事
項

④
所
得
税
、
贈
与
税
、
相
続
税
、
そ
の
他

税
務
一
般
に
関
す
る
事
項

⑤
遺
言
等

無
料
法
律
・
登
記
・
税
務
相
談

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定

基
準
以
下
の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。
ご
案
内
や
年
金
手
続
は
、
日
本
年

金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が
実
施
し
ま
す
。

対

象

者
（
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
）

〇
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合

計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

〇
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円
以

下
で
あ
る

請
求
手
続

〇
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受

け
取
る
人

対
象
者
に
は
、
９
月
初
旬
頃
か
ら
日
本

年
金
機
構
が
、
請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
は
が
き
（
年

金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
７
年
１
月

６
日
ま
で
に
請
求
手
続
が
完
了
し
ま
す
と
、

令
和
６
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
年
金
を
受
給
し
始
め
る
人

年
金
の
請
求
手
続
と
併
せ
て
年
金
事
務

所
ま
た
は
市
の
窓
口
（
市
民
課
・
地
域
総

⑥
成
年
後
見
手
続

⑦
裁
判
手
続
や
裁
判
所
に
提
出
す
る
書
類

の
相
談
等
（
※
）

⑧
消
費
者
金
融
問
題
、架
空
請
求
問
題
（
※
）

⑨
供
託
に
関
す
る
事
項

（
※
）

司
法
書
士
の
業
務
範
囲
に
限
る

問
い
合
わ
せ
先

県
司
法
書
士
会

☎
０
９
９
（
２
４
８
）
８
２
７
０

県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
２
８
３
３

南
九
州
税
理
士
会
鹿
児
島
県
連
合
会

☎
０
９
９
（
２
２
５
）
６
１
４
８

高
齢
者
を
敬
い
、

長
寿
を
お
祝
い
し
て
、

市
の
温
泉
施
設
を

次
の
と
お
り
無
料

開
放
し
ま
す
。

無
料
開
放
日

▽
９
月
15
日
（
日
）

大
口
温
泉
高
熊
荘

▽
９
月
16
日
（
月
）
ま
ご
し
温
泉

対

象

者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
70
歳
以
上
の
高

齢
者
（
本
年
度
中
に
70
歳
を
迎
え
る
人
も

含
む
）

利
用
方
法

受
付
に
年
齢
が
分
か
る
も
の
（
運
転
免

許
証
な
ど
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
高
齢
福
祉
係

１
２
２
４

敬
老
を
お
祝
い
し
て

市
の
温
泉
施
設
を
無
料
開
放

務
課
）
で
請
求
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
が
、
電

話
で
お
客
さ
ま
の
家
族
構
成
や
金
融
機
関

の
口
座
番
号
・
暗
証
番
号
を
お
聞
き
し
た

り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
（
０
５
８
）
４
０
９
２

広告

長
寿
を
お
祝
い
し
て
、
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防
空
壕
の
中
は
、
崩
落
の
危
険
性
や
一

酸
化
炭
素
中
毒
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

市
は
市
内
に
あ
る
防
空
壕
に
つ
い
て
、

安
全
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て

把
握
で
き
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

防
空
壕
が
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
に
な

ら
な
い
よ
う
地
域
で
見
守
り
、
気
づ
い
た

時
は
注
意
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
お
近
く
に
危
険
な
防
空
壕
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

２
２
３
６

防
空
壕
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

Information

○
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
時

11
月
９
日
（
土
）
10
時
開
始

９
時
30
分
集
合

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
会
場

出
水
市
・
姶
良
市
・
鹿
児
島
市
・
南
九

州
市
・
薩
摩
川
内
市

試
験
の
種
類

▽
甲
種

危
険
物
取
扱
者

▽
乙
種

危
険
物
取
扱
者
（
乙
種
第
１
～

６
類
）

▽
丙
種

危
険
物
取
扱
者

受
験
願
書
の
申
請
方
法
、
申
請
期
間
お
よ

び
申
請
場
所

⑴
鹿
児
島
県
支
部
に
窓
口
持
参
ま
た
は
郵

送
の
場
合

９
月
20
日
（
金
）
～
10
月
１
日

（火
）

※
窓
口
持
参
す
る
場
合
は
土
日
・
祝
日
を

除
く
。
郵
便
は
1
日
消
印
ま
で
有
効
。

⑵
電
子
申
請
の
場
合
（
24
時
間
受
付
）

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://www.

shoubo-shiken.or.jp

）
か
ら
申
し
込
む

９
月
20
日
（金
）
９
時
～
10
月
１
日
（火
）

※
消
防
本
部
、
南
消
防
署
お
よ
び
各
分
遣

所
で
は
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

○
伊
佐
湧
水
危
険
物
安
全
協
会
主
催
受
験

準
備
講
習
会

種

別

乙
種
第
４
類

日

時

10
月
20
日

（日
）

９
時
～
17
時

場

所

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

受

講

料

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処
理

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
産
業
廃

棄
物
で
あ
り
、
排
出
事
業
者
（
農
家
）
の

責
任
で
処
理
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

次
の
と
お
り
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

日

時

９
月
18
日
（
水
）

○
大
口
地
区

８
時
～
12
時

○
菱
刈
地
区

13
時
～
15
時
30
分

収
集
処
分
場
所

㈱
三
宝
保
全　
　

伊
佐
市
大
口
宮
人
１
１
９
１
―
７
３

☎
０
９
９
５
（
２
８
）
２
８
８
８

収
集
対
象
品
目

農
業
用
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
、
ハ
ウ
ス
・

ト
ン
ネ
ル
用
被
覆
ビ
ニ
ー
ル
、
農
薬
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
、
肥
料
袋
、
飼
料
ラ
ッ
ピ

ン
グ
用
フ
ィ
ル
ム
、
育
苗
箱
・
ポ
ッ
ト
等

※
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
フ
ィ
ル
ム
等
は
裁

断
処
理
す
る
た
め
、
な
る
べ
く
小
さ
く

折
り
た
た
み
、
ビ
ニ
ー
ル
紐
で
縛
っ
て

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
家
庭
ご
み
は

捨
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
農
薬
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
は
、
水
で
３

回
以
上
洗
浄
し
て
か
ら
、
潰
さ
ず
に
ポ

リ
袋
に
入
れ
て
運
搬
し
て
く
だ
さ
い
。

処
分
料
金

１
㎥
当
り

２
、
４
９
０
円

※
別
途
産
業
廃
棄
物
税
と
し
て
１
㎥
当
り

３
５
０
円
必
要
で
す
。

補

助

金

処
分
料
金
の
２
分
の
１
以
内

そ

の

他

○
処
分
料
金
と
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
（
補
助
金
は
令
和
７
年
３
月
に
振

り
込
ま
れ
ま
す
）。

○
伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
適
正
処
理
推

進
協
議
会
で
搬
入
物
の
検

査
、
量
の
確
認
を
行
い
ま

す
。

※
運
搬
す
る
場
合
、
車
両
の

表
示
お
よ
び
書
面
の
備
え

付
け
が
必
要
で
す
。

不
備
が
あ
る
場
合
は
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
野
焼
き
や
山
林
等
へ
の
不
法
投
棄
は
も

ち
ろ
ん
、
自
家
焼
却
や
自
家
所
有
地
へ

の
埋
め
立
て
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
地
域
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
適

正
処
理
推
進
協
議
会
事
務
局

北
さ
つ
ま

農
業
協
同
組
合
伊
佐
配
送
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
５
（
２
６
）
４
１
１
１

（みほん）

産 業廃棄物収集運搬車

伊 佐　太郎

５cm 以上

３cm 以上

３
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

※
テ
キ
ス
ト
の
み
希
望

１
、
８
０
０
円

※
講
習
会
の
み
希
望

１
、
５
０
０
円

受
講
の
申
込

消
防
本
部
・
菱
刈
分
遣
所
・
南
消
防
署
・

吉
松
分
遣
所
の
い
ず
れ
か
に
受
講
料
を
添

え
９
月
24
日

（火
）
ま
で
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
湧
水
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係

☎
０
９
９
５
（
２
２
）
０
１
２
２

内
線
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伊佐市役所代表電話 ☎２３－１３１１ 内線番号をお伝えください。
担当係におつなぎします。 お・し・ら・せ

農
業
委
員
会
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
任
期
満
了
（
令
和
７
年
３
月

31
日
）
に
伴
い
委
員
と
な
っ
て
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容

❶
農
業
委
員
会
委
員

〇
農
地
の
権
利
移
動
の
認
可
や
農
地
転
用

の
審
査
業
務
等

〇
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
等
（
①
農

地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
②
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
③
新
規
参
入
の
推

進
な
ど
）

❷
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

担
当
区
域
内
に
お
け
る
農
地
利
用
の
最

適
化
の
推
進
等
（
①
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
②
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

③
新
規
参
入
の
推
進
④
中
間
管
理
機
構
と

の
連
携
活
動
な
ど
）

応
募
資
格

農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地
等

の
利
用
の
最
適
化
推
進
に
関
す
る
事
項
そ

の
他
の
農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属
す
る
事

項
に
関
し
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と

伊
佐
市
農
業
委
員
会
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
募
集

が
で
き
る
者
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
は
委
員
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権

を
得
な
い
者

〇
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

〇
暴
力
団
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
第
２
条
に
規
定
す
る
暴

力
団
も
し
く
は
暴
力
団
員
ま
た
は
こ
れ

ら
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者

〇
法
令
等
上
、
兼
職
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

職
に
就
い
て
い
る
者

募
集
人
員

❶
13
人

❷
15
人

報

酬

条
例
に
基
づ
く
月
額
報
酬
を
支
給

任

期

❶
令
和
７
年
４
月
１
日
～

令
和
10
年
３
月
31
日

❷
委
嘱
日
～
令
和
10
年
３
月
31
日

応
募
方
法

農
業
委
員
会
事
務
局
（
菱
刈
庁
舎
）
に

あ
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

９
月
２
日
（
月
）
～

９
月
30
日

（月
）
17
時
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
30
日
必
着
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
７
０
１

伊
佐
市
菱
刈
前
目
２
１
０
６
番
地

伊
佐
市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
５
（
２
６
）
１
５
７
１

募　
　

集

広告

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

職

名

事
務
補
助

業
務
内
容

窓
口
受
付
、
各
種

届
出
等
の
受
付
や
入
力
事
務

採
用
予
定
者
数

１
人

期

間

11
月
１
日
～

令
和
７
年
３
月
31
日

勤
務
場
所

伊
佐
市
役
所
大
口
庁
舎
（
こ
ど
も
課
）

勤
務
時
間

９
時
～
17
時

※
１
時
間
の
休
憩
を
含
む
。

休

日

土
日
・
祝
祭
日
、
年
末
年
始
、

所
属
長
が
指
定
し
た
日

報

酬

額

日
額
６
、
９
０
０
円

※
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
と
も
有

勤
務
日
数

月
13
日

選

考

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

※
面
接
日
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

応
募
方
法

９
月
20
日
（
金
）
17
時
ま
で
に
「
伊
佐

市
会
計
年
度
任
用
職
員
申
込
書
兼
履
歴

書
」
を
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
20
日
必
着
）

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
兼
履
歴
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
総
務
課
職
員
係
（
大
口
庁
舎
）
ま

た
は
地
域
総
務
課
市
民
窓
口
係
（
菱
刈

庁
舎
）
に
あ
り
ま
す
。

※
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

は
そ
の
写
し
を
１
通

※
封
筒
の
表
に
「
会
計
年
度
任
用
職
員
申

込
書
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
５
１
１

伊
佐
市
大
口
里
１
８
８
８
番
地

総
務
課
職
員
係

１
１
１
３

内
線

　

窓
口
受
付
、
各
種
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広告 広告

令和７年度「こどもまんなか 児童福祉週間」

　毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「こ

どもまんなか 児童福祉週間」と定めて、児童福祉

の理念の普及・啓発のための各種行事を行っていま

すが、令和７年度の「こどもまんなか 児童福祉週間」

に向けて、その象徴となる標語を募集します。詳し

くは、協会ホームページ（https://www.kodomono-

shiro.or.jp/jigyo/hyougo）をご覧ください。

上
田

夏か

な
た向

（
研
利
・
綾
乃
／
山
田
中
原
）

瓜
生
島

季き

い依

（
大
和
・
栞
南
／
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
）

柏
木

歩あ
る

せ晴
（
剛
・
舞
／
郡
山
）

北
原

和わ

こ來
（
誠
規
・
加
奈
／
原
田
）

熊
川

蒼そ
う

た汰
（
夕
輝
・
真
子
／
朝
日
町
）

小
屋
敷

美み

あ葵

（
一
徹
・
真
理
子
／
小
木
原
上
中
）

迫

丈じ
ょ
う
た
ろ
う

大
朗
（
壮
一
朗
・
宇
宙
未
／
駅
前
）

武

夕ゆ

ら

ん浪
（
勇
樹
・
美
穂
／
徳
辺
上
）

中
村

一い
お
り織

（
勇
太
・
穂
香
／
里
町
）

宮
﨑

咲え

な凪
（
諭
・
眞
央
／
諏
訪
馬
場
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

誕
生

・
お
く
や
み
は
、
掲
載
を
希
望
し
た
方

だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

(７
月
１
日
〜
７
月
31
日
受
付
分
)

大
口
地
区

伊
藤

輝
男

93
（
諏
訪
馬
場
）

印
口

政
道

65
（
西
本
町
）

黒
木

一
春

90
（
木
ノ
氏
）

黒
木

正
範

81
（
奈
良
野
）

小
牛
尾

朋
子　
　

69
（
永
野
原
）

古
畑

宝
覚

75
（
原
田
）

山
野
地
区

池
松

カ
ヨ

99
（
上
之
馬
場
）

久
保
田

輝
子

95
（
春
村
）

諏
訪

久
美
子

90
（
停
車
場
）

永
野

靜
子

93
（
平
原
前
）

丸
田

國
男

88
（
小
川
内
）

宮
口

吉
子

74
（
下
之
馬
場
）

𠮷
野

佳
昭

83
（
小
木
原
上
）

羽
月
地
区

池
田

キ
ミ
子

81
（
堂
崎
）

小
山

秀
德

91
（
宮
人
）

下
笠

浩
之

42
（
鳥
巣
上
）

下
田

廣
一

82
（
駅
前
）

田
口

澄
子

88
（
辺
母
木
）

津
留

繁

79
（
大
島
南
）

福
山

安
夫

75
（
富
ヶ
丘
）

古
川

克
己

87
（
湯
ノ
谷
）

山
下

保

90
（
川
岩
瀬
）

西
太
良
地
区

浦
崎

千
鶴
子

85
（
山
屋
）

児
島

國
子

99
（
山
屋
）

菱
刈
地
区

吉

チ
ヱ

88
（
新
拓
）

梅
ヶ
谷

力

83
（
東
市
山
）

林
元

幸
行

53
（
停
車
場
）

宮
下

光
男

98
（
下
手
浜
場
）

村
尾

涼
子

76
（
薬
師
）

南
永
・
本
城
地
区

竹
下

三
男

95
（
楠
原
）

山
下

喜
秋

90
（
山
下
）

※募集チラシは、こども課（大口庁舎）、地域総

務課（菱刈庁舎）にあります。市ホームぺージ

にも掲載しています。

募集期間 ９月 30 日（月）
※郵送の場合は当日消印有効

問い合わせ先　公財財団法人 児童育成協会 「標語募集」係　☎０３－５３５７－１１７４

募集内容 こどもたちへの応援や未来に向け

てのこどもたちからのメッセージ

標語募集
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広
報
い
さ

Ｎ
ｏ

.3
7

9
　
2

0
2

4
.0

9
.0

1

■
発
行
／
伊
佐
市
役
所
　
〒
895-2511　

鹿
児
島
県
伊
佐
市
大
口
里
1888

番
地

  Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　
　
　
　
https://w

w
w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　
info@

city.isa.lg.jp
■
編
集
／
企
画
政
策
課
     　
 ■
印
刷
／
㈱
あ
す
な
ろ
印
刷

編
集
後
記

先
月
８
日
、
宮
崎
県
で
最
大
震
度
６
弱

を
観
測
す
る
地
震
が
発
生
し
、
気
象
庁
か

ら
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
す
る
可
能

性
が
平
常
時
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
と
し
て
、

臨
時
情
報
の
制
度
が
で
き
て
以
来
、
初
の

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
「
巨
大
地
震

注
意
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
30
年
以

内
に
発
生
す
る
確
率
が
70
～
80
％
と
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
。
い
ざ
と
い
う
時
に

慌
て
ず
冷
静
に
対
処
で
き
る
よ
う
日
頃
か

ら
の
心
構
え
が
必
要
で
す
。

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
地

震
に
限
ら
ず
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
避
難
経
路
の
確
認

や
、
防
災
用
品
の
点
検
な
ど
自
分
の
身
を

守
る
た
め
に
何
が
重
要
か
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

〒８９５－２５１１　伊佐市大口里１８８８番地

広報いさ「読者のひろば」プレゼント係　E-mail:koho@city.isa.lg.jp
投稿先

読

者

の
ひ
ろ
ば

読

者

の
ひ
ろ
ば

※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも

  つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！

ふるさと納税
返礼品

山
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
場
所
で
、
精
油

（
ア
ロ
マ
）
の
香
り
と
ツ
ボ
を
刺
激
し
な

が
ら
の
リ
ン
パ
流
し
施
術
を
体
験
で
き
ま

す
。
オ
ー
ル
ハ
ン
ド
の
コ
リ
ほ
ぐ
し
施
術

で
、
特
別
な
ひ
と
時
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

代
表

成
政
伊
久
予

お便りの中から抽選で、すてきなプレゼントが当たります。
住所・氏名・年齢・電話番号・ペンネームを明記のうえ今月
15日までにご投稿ください。たくさんのお便りお待ちして
います！当選発表は発送をもってかえさせていただきます。
※個人情報はお便りの紹介、プレゼントの発送以外
の目的では使用しません。

№ 43

　１名様

ア
ロ
マ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
体
験

︵
60
分
コ
ー
ス
︶

ふるさと納税
返礼品
№ 43

太陽のしずく
住：菱刈前目 2254　   　：38-0658問

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

◆ ◆

人口のうごき

R ６. ８. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口 22,970 人 （－   28）
男 10,735 人 （－   17）
女 12,235 人 （－   11）

世帯数 12,555 世帯 （－   12）

生
ま
れ
て
初
め
て
野
菜
の
苗
を
買
い
ま
し
た
。
失
敗

す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
ピ
ー
マ
ン
と
オ
ク
ラ
を
２

〜
３
本
づ
つ
で
す
。
ピ
ー
マ
ン
は
元
気
が
良
い
の
で
す

が
、
臭
い
虫
が
付
い
て
取
る
の
が
大
変
で
す
。
オ
ク
ラ

は
油
断
す
る
と
す
ぐ
し
ょ
ん
ぼ
り
す
る
の
で
ま
め
に
水

や
り
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
頑
張
っ
た
結
果
、
今

で
は
毎
日
４
〜
５
本
収
穫
し
て
生
で
お
い
し
く
食
べ
て

い
ま
す
。
朝
は
花
を
観
る
の
が
楽
し
く
て
仕
方
な
い
で

す
。

(
本
城

ほ
か
さ
ん
と
い
て

70
代
)
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い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　夏休みは、大口のおじいちゃんおばあ

ちゃんちへ。プールで泳いだり、花火を

したり、かき氷を食べたり、楽しい夏の

思い出がいっぱいできました。また遊び

に行くね。 （福岡県 そよか 小学３年）




